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Development of New Functional Composites
fromOnion and Short Natural Fibers

Ruoyuan Song＊1, Xiaoni Cheng＊1, Laijiu Zheng＊1,
Yongfang Qian＊1, Xiao Wang＊1, and Teruo Kimura＊2
＊1 School of Textile and Material Engineering, Dalian
Polytechnic University, Dalian 116034, China

＊2 Division of Advanced Fibro-Science, Kyoto Institute of
Technology, Matsugasaki Goshokaidocho, Sakyo-ku,
Kyoto 606-8585, Japan
In this study, the waste onion was chosen and used as the

matrix material, and the bamboo pulps and tussah silk fibers
were used as reinforcing materials. By efficient mixing process,
a new type bio-composite with excellent mechanical and
antibacterial properties was developed by papermaking method.
The tensile property and antibacterial action were studied in
detail. The consequence indicated that the onion had definite
matrix property, and the mechanical properties were further
improved by adding bamboo pulps and tussah silk fibers. With
the fiber content increasing, the tensile properties of composites
increased, and the tussah silk/onion composite exhibited the
better tensile properties than that of bamboo/onion composite.
The flavonoids extracted from abandoned onion skins can be
used as the antibacterial finishing agent to improve the inhibition
property of the tussah silk/onion composite. The experiment
consequence indicated that the finished composite had a certain
antibacterial action against Staphylococcus aureus and
Escherichia coli. J. Fiber Sci. Technol., 72(3), 61-65 (2016)
doi 10.2115/fiberst.2016-0010 ©2016 The Society of Fiber
Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Control of Crazing Process by Surface
Coating on the Film as Battery Separators

Keishi Naito＊1, Akiyoshi Takeno＊1,
Masato Yamada＊1, and Shinya Takahashi＊1

＊1 Faculty of Engineering, Gifu University, 1-1 Yanagido,
Gifu 501-1193, Japan
A porous polypropylene (PP) film was fabricated by an

original crazing process using bending. The film has a lot of
porous layers which are independent each other, and has
possibility to apply as a Li-ion battery separator. Moreover, we
paid attention that a craze is generated from the outer surface of
the bending part during the crazing process. Therefore, the outer
surface of the bending part of PP film was coated with
polystyrene or polymethylmethacrylate, and the crazing process
was carried out. As a consequence, it was revealed that the
composite structure of the craze could be controlled by surface
coating of polymer which has lower craze-generating stress than

PP. And its composite structure derived from that of the coated
layer. By this method, a separator film which has many more
porous layer and high gas permeability was fabricated. J. Fiber
Sci. Technol., 72(3), 66-73 (2016) doi 10.2115/fiberst.2016-
0011 ©2016 The Society of Fiber Science and Technology,
Japan

―――――――――――――――――――――――――

Radical Copolymerization of Ferulic Acid
Derivatives with Ethylenic Monomers

Hong Sun＊1, Yoon Deuk Young＊1, Shinji Kanehashi＊1,
Kousuke Tsuchiya＊1, Kenji Ogino＊1, and Jae-Ho Sim＊2
＊1 Graduate School of Bio-Applications and Systems
Engineering, Tokyo University of Agriculture and
Technology, 2-24-16 Nakacho, Koganei-shi, Tokyo
184-8588, Japan

＊2 Department of Advanced Material and Chemical
Engineering, Faculty of Engineering, Halla University,
28 Halladae-gil, Wonju, Gangwon 220-712, Korea
Bio-based ferulic acid (FA), (E )-3-(4-hydroxy-3-

methoxyphenyl)prop-2-enoic acid was converted to 1,2-
disubstituted ethylenic monomer (FA1) via methyl esterification
followed by silylation with tert-butyldimethylsilyl chloride.
Radical copolymerization of FA1 with styrene (St), methyl
methacrylate (MMA), and 4-acetoxy-3-methoxystyrene (FA2)
prepared from FA were carried out using azobisisobutyronitrile
as an initiator at 80°C. It is found that FA1 was copolymerized
with St and FA2, but not with MMA. The formation of
copolymers was confirmed by 1H- and 13C-NMR analyses. The
reactivity ratios of FA1 and St estimated by the Fineman-Ross
method are rFA1=0.12 and rSt=2.46. In the case of the
copolymerization of FA1 with FA2, the reactivity ratios, rFA1=
0.13 and rFA2=2.66 were determined. J. Fiber Sci. Technol., 72
(3), 74-79 (2016) doi 10.2115/fiberst.2016-0012 ©2016 The
Society of Fiber Science and Technology, Japan
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平成28年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

平成28年度分 正会員年会費自動引落し日のご連絡
年会費の自動引落しをお申込み頂いています正会員の皆様の口座からの年会費の自動引落し日は

平成 28 年 4 月 25 日㈪
になりますのでご通知申し上げます。

繊維学会論文誌“Journal of Fiber Science and Technology”のオープンアクセス化と
著作権の取り扱いについて

繊維学会では今般の学会誌の刷新に伴い論文誌を Journal of Fiber Science and Technology（JFST）としてリ
ニューアル致しました。これに伴いより積極的な情報発信を指向し、どなたでも閲覧できるオープンアクセス
方式に切り換えております。ここで我々が使用したオープンアクセスの解釈は狭義にはフリーアクセスとされ
る「閲覧自由」という理解であり、二次利用まで開放するという意味ではありません。
現在、オープンアクセスにおける著作権譲渡の取り扱いおよび公開情報の二次利用については、Creative

Commons 準拠等の活発な議論が行われております。
本学会でも常に時代に対応したルールによる運用を目指して、この問題を慎重に検討しておりますが、

Creative Commons の普及状況等を考慮すると、現在は中長期的判断の非常に難しいタイミングであると考え
ています。
従って、当面本学会ではこれまで通り著者様から著作権譲渡を頂き、掲載内容の二次利用については著作権

保護の立場から一般社団法人学術著作権協会に著作権管理および利用許諾業務を委託して参ります。
各位におかれましては JFST掲載の著作物をご使用頂く場合は、この点をご理解いただき適切にご対応頂き

ますようお願い申し上げます。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 28 年度 総会・年次大会 平成28年 6 月 8 日㈬～6月10日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

平成 28 年度 繊維の基礎講座 平成28年 6 月30日㈭～7月 1日㈮ 東工大蔵前会館
ロイアルブルーホール

第 46 回夏季セミナー 平成28年 7 月19日㈫～21日㈭ 福井市
福井県県民ホール「アオッサ」

平成 28 年度 秋季研究発表会 平成28年 9 月20日㈫、21日㈬ 山形大学工学部（米沢市）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618、FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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JTCCの TES（繊維製品品質管理士）
受験講習会

TES本試験の対象となる全領域について、各分野
の専門技術士が担当して講義を行います。難関とされ
る事例解析と論文の指導を特に充実させるべくカリ
キュラムを編成しており、全講義が終了したのちに、
本試験と同じ要領で模擬試験を行い、解析と添削指導
を行います。
主 催：（一社）日本繊維技術士センター（JTCC）
講習会開催日時および会場：
（1）大阪会場

平成 28 年 4 月 2 日～6月 11 日（土曜日 7回）
会場：大阪産業創造館

（2）名古屋会場
平成 28 年 4 月 2 日～6月 4日（土曜日 7回）
会場：愛知県産業労働センター（ウィンクあいち）

会議室
（3）東京会場

平成 28 年 5 月 8 日～6月 25 日（土曜日または日
曜日 7回）
会場：タワーホール船堀及び江東区文化センター

（4）福岡会場
平成 28 年 4 月 9 日～6月 18 日（土曜日 7回）
会場：JR博多シティ会議室 10 階

費用などの詳細情報については JTCCホームペー
ジを参照ください。
問合せ先：
JTCC本部
〒541－0051 大阪市中央区備後町 3丁目 4番 9号
輸出繊維会館 6階
TEL : 06－6484－6506 FAX : 06－6484－6575

JTCC東海支都
〒460－0008 名古屋市中区大須 1一丁目 35 番 18 号
一光大須ビル 7階㈶中部科学技術センター内
TEL : 052－231－3043 FAX : 052－204－1469

JTCC関東支部
〒103－0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 12－9
滋賀ビル 5階
TEL : 03－5643－5112 FAX : 03－5614－0103

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第20回 春季セミナー

～早春の北陸で語り、学ぶ成形加工～

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 28 年 3 月 18 日㈮、19 日㈯
集合場所：北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサ

イエンス研究所入口
（石川県能美市旭台 1－1
TEL : 0761－51－1623 山口研究室）

プラスチック成形加工学会
第153回 講演会

「射出成形現象の可視化と体系化」
～東京大学生産技術研究所

横井秀俊教授のスペシャルセミナー～

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 28 年 6 月 13 日㈪
場 所：タワーホール船堀 2F桃源

（東京都江戸川区船堀 4－1－1）

プラスチック成形加工学会
第27回 年次大会

～構造・物性制御の要！究（きわ）め，
極（きわ）める成形加工！～

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 28 年 6 月 14 日㈫、15 日㈬
場 所：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

（東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211）

問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会 事務局
〒141－0032 東京都品川区大崎 5－8－5
グリーンプラザ五反田第 2－205
TEL : 03－5436－3822

――――――――――――――――――――――――

文部科学省科学研究費新学術領域研究
「元素ブロック高分子材料の創出」

第8回公開シンポジウム

主 催：「元素ブロック高分子材料の創出」総括班
共 催：「感応性化学種が拓く新物質化学」総括班
日 時：平成 28 年 5 月 19 日㈭ 12 : 45～17 : 15
場 所：東広島芸術文化ホールくらら 小ホール
プログラム：特別講演（2件）、研究発表（6件）
シンポジウムの参加料は無料です。詳細は、HP

（http : //element-block.org）をご参照ください。

――――――――――――――――――――――――

第21回製紙技術セミナー
「最新抄紙技術－－ダライヤーから

リールまで－－」

主 催：紙パルプ技術協会（JAPAN TAPPI）
日 時：平成 28 年 6 月 2 日㈭、3日㈮
場 所：タワーホール船堀 小ホール

（東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211）

プログラム：特別講演（2件）、サプライヤー講演（10
件）、製紙会社事例発表（3件）
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正会員の皆様へメールアドレス登録のお願い
ご高承の通り、昨今、情報提供のための環境は大きく変化し、伝達ツールはその利便性から電子メールに代

表される電子媒体が主なものになってきております。さらに伝えるべき情報量も増大している現状があります。
本学会におきましても、各種情報を電子メールで提供したい、もしくは受領したいとの要望が多くなってきて
おり、メールによる情報一斉配信（繊維学会本部行事のご案内など）は重要な会員サービスと考えられますので、
会員の皆様の情報のご提供をお願いいたします。
なお、提供者の意志に基づいてご提供いただいた情報（またはその更新）につきましては、事務局と連携しHP

担当理事が責任を持って行うものといたします。また、繊維学会プライベートポリシーに則って、本人の同意
なく第三者へ開示提供することはありません。
具体的な作業について説明いたします。
1）テンプレートとなるエクセルファイル（mail-template.xls）を繊維学会ホームページ（http : //www.fiber.
or.jp/）からダウンロードしてください（ダウンロードができない、またはご希望の場合は、その旨を
「member-inform@fiber.or.jp」までお伝えください。添付ファイルで返送いたします）。

2）必要事項をご記入後、ファイル名を「会員番号（12 桁の数字のほうでお願いします）.xls」と変えて保存
してください。12 桁の会員番号は学会誌の発送宛名シールに記載されております（例：00000xxxxx00）。

3）作成したファイルを「member-inform@fiber.or.jp」までご送付ください。
なお、疑問点がございましたら、上記アドレスまでお問い合わせください。

詳細は、HP（http : //www.japantappi.org）をご参照
ください。
問合せ先：紙パルプ技術協会

（東京都中央区銀座 3－9－11
紙パルプ会館 11 階）
TEL : 03－3248－4841
担当）佐 治 saji@japantappi.org

川久保 kawakubo@japantappi.org

――――――――――――――――――――――――

第21講
「研究開発リーダー実務講座2016」

～企業の未来を担う理想の研究
開発リーダー像とは？～

主 催：近畿化学協会
日時＆プログラム：
第 1回 6月 1 日㈬ 研究開発リーダーのあり方
第 2回 7月 6 日㈬ ものづくりと技術者倫理
第 3回 8月 3 日㈬ 人材の育成
第 4回 9月 7 日㈬ 知財の活用と事業戦略
第 5回 10 月 5 日㈬ イノベーションと変革
第 6回 11 月 2 日㈬ R&Dのマネジメント

場 所：大阪科学技術センター 7階 700 号室
（大阪市西区靱本町 1－8－4）

申込＆問合せ先：
（一社）近畿化学協会
「研究開発リーダー実務講座」係
大阪市西区靱本町 1－8－4
大阪科学技術センター 6階
TEL : 06－6441－5531
E-mail : seminar@kinka.or.jp

第54回日本接着学会年次大会
今回は、ACA（Asian Conference on

Adhesion）2016と併催

主 催：日本接着学会
日 時：平成 28 年 6 月 16 日㈭、17 日㈮、18 日㈯
場 所：東京工業大学大岡山蔵前会館

（東京都目黒区大岡山 2－12－1）
プログラム：口頭発表（英語・日本語）、ポスターセッ

ション、総会、懇親会等
問合せ先：（一社）日本接着学会事務局

TEL : 06－6634－7561

――――――――――――――――――――――――

界面コロイドラーニング
－－第32回現代コロイド・
界面化学基礎講座－－

主 催：（公社）日本化学会 界面化学部会
開催日時＆会場：
（関東）平成 28 年 5 月 12 日㈭、13 日㈮

化学会館（東京都千代田区神田駿河台 1－5）
（関西）平成 28 年 6 月 16 日㈭、17 日㈮

大阪工業大学うめきたナレッジセンター
（大阪市北区大深町 3－1）

プログラム等詳細は、
東京
http : //colloid.csj.jp/event/basic/tokyo-2016.pdf
大阪
http : //colloid.csj.jp/event/basic/osaka-2016.pdf

をご参照ください。
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